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<表紙の写真 >
　（右上）  会告　博士学位論文要旨（土田潤）
  図は、マーケティングリサーチや心理学、経済学や社会学の様々な調査によっ

て観測される 3相 3元データのイメージ図である。通常の調査では、対象、変量、
条件といった 3つの有限集合組によって表現されるデータ（例えば SD法で得
られるような調査者、検査項目、対象項目という 3つの組が特定されたとき値
が定められるようなデータ）となり、行列で表現される多変量データとは異な
る特性を持つ。学位論文では、その特性に適応しうる多変量解析法が検討され
ており、多くの調査・研究の基礎研究として重要な概念となっている。

　（左下）  国際フォーラム記念講演とフォーラムの参加者（講師：山内信幸先生）
  同志社大学文化情報学部と淡江大学は、学部間協定の一環として、研究者の交

流を推進している。本年は、同志社大学から約30名もの学生・教員（本学会会員・
評議委員）が淡江を訪問し、日本と台湾における文化情報研究について活発な
討論を行った。2019年度には、改めて淡江から研究者を招聘して同志社大学
文化情報学部でシンポジウムが開催される予定である。今後のますますの学術
交流が期待される精力的な事業である。（特集記事参照）
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